
香川県在住の学童を対象とした低尿酸血症・高尿酸血症の有病率と関連因子に関する大規

模横断研究の成果が『Scientific Reports』誌に掲載されました 

 

背景 

無酸素運動後を契機に若年者に発症する運動後急性腎不全と関連する腎性低尿酸血症や小児

生活習慣病と関連する小児高尿酸血症はこれまで臨床的な課題でしたが、不明な点も多いのが

現状でした。本研究では、小児生活習慣病予防健診から血清尿酸値の分布、低尿酸血症・高尿

酸血症の有病率とそれに関連する因子を調べました。 

 

研究方法 

2014～2018年に10市町(高松市、丸亀市、三豊市、観音寺市、坂出市、善通寺市、土庄町、

三木町、綾川町、琴平町)で香川県小児生活習慣病予防健診を受けた小学4年生（9～10歳）のう

ち31,822人（男子16,205人、女子15,617人）を分析しました。これは2014～2018年に香川

県に在住していた小学4年生の76%に相当しました。はじめに血清尿酸値の分布、平均値(標準

偏差）、中央値[四分位範囲]を調べました。つぎに低尿酸血症は血清尿酸値2.0mg/dL以下、高

尿酸血症は6.0mg/dL以上と定義して、年齢、性別、肥満（肥満度≧20%）・痩せ（肥満度≦-

20%）、HbA1c高値（HbA1c≧5.6%）、高トリグリセリド血症（TG≧140mg/dL）、高LDLコ

レステロール血症（LDL-cho≧140mg/dL）、低HDLコレステロール血症（HDL-cho≦

40mg/dL）、肝障害（AST, ALT, γ-GTPのいずれかが基準値の97.5%タイル値より高値）との

関連を単変量・多変量解析を行って調べました。本研究は香川大学倫理委員会にて審査承認され

た手順に沿って行われました(#2020–020)。 

 

図1 研究デザイン 

 



結果 

血清尿酸値の分布 

血清尿酸値の度数分布図を図2に示します。血清尿酸値の平均値(標準偏差）は全体、男

子、女子でそれぞれ4.11(0.84)mg/dL、4.13(0.86)mg/dL、4.09(0.81)mg/dLで男子が

有意に高くなりました。また、その男女差は9歳時には認めず、10歳で初めて現れました。

血清尿酸値の中央値[四分位範囲]、95%信頼区間、99%信頼区間はそれぞれ4.1[3.6, 

4.6]mg/dL、2.6–5.9mg/dL、2.1–6.7mg/dLでした。 

 

図2 血清尿酸値の度数分布図 

 

 

低尿酸血症・高尿酸血症の有病率とその関連因子 

低尿酸血症の有病率は全体0.38%、男子0.35%、女子0.41%で、年齢・性別・環境因子

で有意な差を認めませんでした。高尿酸血症の有病率は全体2.3%、男子2.7%、女子1.9%

で、男子に有意に多く、年齢・肥満・HbA1c高値・高トリグリセリド血症・低HDLコレステ

ロール血症・肝障害に有意に関連していましたが、高LDLコレステロール血症との有意な関

連は認めませんでした（図3、図4）。 

  



図3 低尿酸血症・高尿酸血症の有病率とその関連因子  

 

 

図4 高尿酸血症の関連因子 

 

  



この研究から低尿酸血症の学童は10,000人あたり38人、香川県の小学4年生には年間30人程

いることがわかりました。運動後急性腎不全は部活動や運動会での運動後や仕事での訓練後に発

症することがあります。また、低尿酸血症の大部分を占める腎性低尿酸血症はそうでない人と比

べ50倍運動後急性腎不全を発症しやすく、運動前の鎮痛薬内服、感冒症状、脱水がリスクとな

ると言われています。ただし、腎性低尿酸血症の患者にはアスリートもおり、運動を制限すると

いうわけではなく、普段の生活での注意と病気の特徴を知ることで運動後急性腎不全を予防でき

る可能性があります。 

また、学童においても肥満・生活習慣病と高尿酸血症は関連していることを明らかにしました。

小児の高尿酸血症は将来のメタボリックシンドローム発症の予測因子となるという報告もあり、

小児生活習慣病予防健診受診時に肥満ではないが高尿酸血症を認めた児童に対して生活指導を行

うことで、将来のメタボリックシンドローム・生活習慣病の発症を予防することができる可能性

があります。 

今後も香川県の小児の健康増進につながる取り組みを継続していきたいと思います。 
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